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新世紀の福祉社会を展望する
　　　　　　　　　一その虚像と実像一

置期　日2000年8月1日（火）・2日（水〉

■時　間10時～16時30分（2日は9時30分～15時30分）

■会　場日本教育会館（東京都千代田区一ツ橋〉

■定　員8GO名（定員になり次第締切）

■受講料了，000円

■主　催財団法人鉄道弘済会

　　10；15～11、45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　　社会保障・社会箏祉璽新体系を構想する麟醤黎院繍学研究科神野直彦

　　　　一生活者の視点かりの提…一

　13100～16’30

　地方分権時代の自治体福祉行政と
　生活支援のゆくえ

　宝塚市健康福祉部高年福祉課長松藤　聖一

　　　救護施設・育心寮施設長丸木　憲雄

　厚生省社会・援護局保護課長宇野　　　裕

（コ矢蘇笠矢睾浪福祉学部教授牧里毎1台

　13＝OO～16130　　　　　　　　　　　　　　　装甲轟案番藁髪余逢尖ク、孟露萎磐雪書；歪護罷杉山　孝博

　介護保険施行後を検証する　　　　　　愛知県高浜市福祉部長岸本和行

　　一利用者主体の視点は確立できたか一　　　　　ナーシングホーム智鳥施設長浜田　和則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コ矢歪美拳天島軸獺橋本泰子

　13。0～16P3。　　　　　　　　　　契響事驚箋離長阿部美樹雄

　自己決定を支える社会福祉実践とは羅難離叢ケ縢調蕊浦1申子
　　一福祉専門職の専門性を問う一　　　　　　　翻震轟購縫孟霧贅髪長藤井　　悟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コ萌落撫軸学部獺北川1浄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
9』30～、3’oo

福祉社会と利用者支援システム
　ー契約時代における生活支援を目指して一

　　　　　　　山口県副知事大泉　博子

　　　麓灘塞難法学部講師児玉安司

購雛法人全日本手をつなぐ育成会松友了

　　　　寧型難禿齢灘阿亜紀良
（コ百采姜李矢軸社会学部教授岩田正美

　　1犀IOO～15＝30

　　　人の痛みをわが痛みに 作家・天台寺住職瀬戸内寂聴

国申込方法①郵便振替でお申し込みの場合　振替用紙に，住所，氏名，電言舌番号を，通信欄には勤務先名（施設

　　　　　の場合は種別も記入），希望の選択講座の番号（◎～⑨），および手話通訳ご希望の有無を明記し，

　　　　　お振り込みください。　（振替ロ座：00140－8－143594，加入者名：鉄道弘済会社会福祉部1

　　　　　②現金書留でお申し込みの場合①に準じ，必要事項を記入のうえ，受講料を添え，お送りください。

■申込先財団法人鉄道弘済会　社会福祉部r社会福祉セミナー』係

　　　　　　　〒102－OO83東京都干代田区麹町5－1　TEL　l　O3 52了6－0325　FAX＝03－52了6－0325
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今月の表紙　季節のめぐみシリーズ②

　　　「花菖蒲」

購階継ん
〔束京コロニー障害者アートバンク登録作品より）

障害者アートバンクは、これまでの障害者
芸術運動とは異なり、障轡者アーチストのも
っ才能を活用することで、所得面を中心に社、

会参加を促そうという新しい試みです。

現在、登録作家約380名、登録作品数
3，900点、使用点数約360，気と年々その数は拡

大してきています。
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巻頭言「明るい長寿・福祉社会」の実現に向けて

　　　　　　　　　　　神奈川県福祉部長小野　康夫・・… 豊

平成12年度の生活保護

　　　　　　　　　　　　厚生省社会・援護局保護課

　○第56次生活保護基準の改定一…・…　　　　　　　　　　　　　　叢

　o実施要領の改正・一…　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F’お

　○医療扶助の運営一…一…・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓

　平成12年度における生活保護指導監査方針

　　　　　　　　　　厚生省社会・援護局監査指導課

　○生活保護指導監査方針…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描

　○保護施設に係る指導監査方針…一一…　　　　　　　　　　　　・糊
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世編酸ま餓現護雛袈綴駿髪れ嚢

　馨存潔読叢総2瑳藷　云溝菊覧霧茗き開薯局；
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　四 改料の各ま等に　②の大平の厚並な代　（1）三
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継饗誘縮羅縛麓搬隣。讐帯畿黙
除で金＃げ資るり、額ある実れさ輩15いこ一活をに員
さ　日万る　水　がる必額てれ　必てでの保想違の被

　が相東労しめ実残に　と場賃通校あ的　る年くに族

［別紙1］　平成穏年度生活保護基準改定の概要

（1級地一1）

　　　　　　欝霧
　　第55次　　鱗

α1年姐蜘）
糠難． 構灘識簸

　　　　．磯、離

【標準3人世帯基準額】

円 円 33歳男、29歳女、4歳子

1　生活扶助基準 冬季加算（V【区×5／12〉を

ω居宅（1類＋2類） 含めた額を10円単位で

標準3人世帯 163，810 163，970 表示

③期末一時扶助費（居宅） 14，340 前年度同額

【加算等】

妊産婦加算（娃娠6カ月以上〉 13，970 前年度同額

老齢加算

70歳以上

（居　　　宅） 18，090 前年度同額

（入院・入所） 15，060 〃

母子加算

（居　　　宅） 23，520 前年度同額

（入院・大所） 19，600 〃

Lfe　and　We fare2000，5　轟



組＿．．

障害者顔算、、

灘鴛纏鰹
27，140 前年度同額

（入院・入所） 22，580 〃

重度障害者卯算 14，610 〃

璽度陳養煮簗騨雛糖唱 12，250 〃

．，、、露麟翻織介護料 72，000以内 72，200以内

麟簸護薦設象所春加算 ｝ 10，000

在宅患者加算 13，440 前年度同額

放射線障審者力嘆．

負駆は懸騨鵬鵡瀦 43，290 前年度同額

負鯵蟻疾病の状態に該当し 21，650 〃

顕くなった者

児童養育加算

第1子、第2義、1 5，000 前年度同額

第3驚購鰻難鼎 10，000 〃

．菱離撮隣繍降 一 保険料の実費
薫：鎌繊柴養費 12，060 前年度同額

入院患者日用品費 23，410以内 前年度同額

介護施設入所者基本鋸瀟費 一 10，000以内

入学準備金

小　学　校 39，400以内 前年度同額

噛　学　校 菊，000以内 〃

2　住宅扶助基準

ω家賃閲代簿、唱 13，000以内 前年度同額

㈲鱗…繊繰 年額121，000以内 〃

鐙馨籔脊挟助基準

小　学　校 2，150 前年度同額

中　学　校 4，160 〃

4　嵐産挟助基準

居　　　宅 193，000以内 前年度同額

施　　　設 142，000以内 149，000以内

＋入院料 ＋入院料

醗、霧難鞭舞
y蘇生業費　　　．．鰍 45，000以内 前年度同額

②　技能修得費 60，000以内 61，000

③，就職舞織醸ミ 31，000以内 前年度同額

．態、蕪祭挟莇基準 176，000以内 179，000以内 大人の基準額

7　勤　労　控　除

（1）基礎控陰縫醸騨 限度額33，560 前年度同額

（鋤特別麺除 年額152，600以内 〃

⑧新規就労控除 10，600 〃

㈲　未成集春控除 11，700 〃

6）鞍鰯蕩捜除 8，000 〃

難　Llfe　and　Wefare20005



［別紙2］　平成12年度生活扶助基準（月額）

標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

級地区分
難欝自、彰
　．i縣

　　　　　鎌鯵

．平成蘇灘
蒙灘

・難

驚難欝格灘灘

1級地一1 100．0 163，810円 163，970円

0．1％

1級地一2 95．5 156，440 156，590

2級地一1 91．0 149，060 149，200

2級地一2 86．5 141，690 141，830

3級地一1 82．0 134，320 134，460

3級地一2 77．5 126，950 127，080

（注）冬季加算（W区x5〆／2）を含めた額を10円単位で表示。

［別紙3］　最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、　4歳子】

1級鵜難
｛麟轍滋・

董鱗1簗 髪麟鯉 2級地一．2 鰯鶴灘鰻灘響

世帯当たり最低盆漉費

　　　円

176，970

　　　円

169，590

　　　円

162，200

　　　円

154，830

　　　円

142，460

　　　円

135，080

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

163，970

108，070

55，900

156，590

103，200

53，390

149，200

98，340

50，860

141，830

93，470

48，360

134，460

88，630

45，830

127，080

83，760

43，320

住　宅　挟　助 王3，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

（注）　1　第2類は、冬季加算（W区額x5／12）を含む．以下同じ．
　　2　就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る
　　水準としては、生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる。以下同じ．

2・夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、　9歳子（小学生）、　4歳子】

・継謙 i鞭醗雛 照級地㎜1
　　、畷　　遙

纏級縫撚
緬塚ドP

蓑鰹懸2

世帯当たり最低生漕費

　　　円

220，980

　　　円

2王1，700

　　　円

202，440

　　　円

193，190

　　　円

178，950

　　　円

ユ69，670

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

205，830

144，920

60，910

工96，550

138，390

58，160

187，290

131，870

55，420

178，040

125，350

52，690

168，800

118，850

49，950

159，520

112，320

47，200

教　育　挟　助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

佐　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，00D 8，000

Llfe　and　Wefare20005　6



　平成12年度の生活保護

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女】
誤．離鱗

麟　離 難繰， 総麟繍‘繍雛2
　　　　　ド　ド

嚢癬認・ii講堰2

灘越勧鵬臨費
　　　円

150，570

　　　円

145，440

　　　円

138，570

　　　円

133，520

　　　円

12L550
　　　円

116，630

生撮、、撫助

　影難工類

　　第2，額灘

119，480

69，190

50，290

1M，350

66，320

48，030

108，740

62，970

45，770

103，690

60，190

43，500

97，980

56，740

41，240

93，060

54，080

38，980

賭齢ヵ百響算 18，090 18，D90 ユ6，830 ユ6，830
15570 15，570

住　宅　扶　助・ 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

4．老人1人世帯【70歳女】

壽灘欝　　繍
　　　　　縫難灘

難騨螺1 総蘇論、
　　　　報魏 麟騨 2級撫戴 難麟羅 3級地繋1

雛網た撮低生骸

　　　円

108，990

　　　円

105，730

　　　円

100，730

　　円

97，560

　　円

87，460

　　円

84，400

簾欝轍
　　第2、灘

77，900

32，690

45，210

74，640

31，460

43，180

70，900

29，750

41，150

67，730

28，620

39，110

63，890

26，8／0

37，080

60，830

25，790

35，040

難甕協加算 18，090 18，090 16，830 16，830 15，570 15，570

住麟鍵莇 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

5、母子3人世帯【30歳女、　9歳子（小学生）、　4歳子】

難　繕騨菱簸地舞 響縫塗 髄地羅灘藩2 、鍵纏難 、鎌地一2

騨当た賑灘醸
　　　円

200，940

　　　円

193，720

　　　円

184，730

　　　円

177，530

　　　円

163，550

　　　円

156，330

灘餐活扶助
　　無灘獺
　　ン欝2　類

160，410

104，510

55，900

153，190

99，800

53，390

145，960

95，100

50，860

138，760

90，400

48，360

131，540

85，710

45，830

124，320

81，000

43，320

、鰻子力麟催 25，380 25，380 23，620 23，620 21，860 21，860

難穀育扶．熈 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

奨鯵宅灘助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

7　］fe　and　Welfare20005



6．重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

諺鰍鶴・ 総級地鰯 躍、羅1 購羅1鍵地欝 講．凝麟

世帯当たり最低生渚費

　　　円

194，200

　　　円

188，480

　　　円

180，870

　　　円

175，130

　　　円

162，530

　　　円

156，810

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

127，200

76，910

50，290

121，480

73，450

48，030

115，760

69，990

45，770

110，020

66，520

43，500

104，310

63，070

41，240

98，590

59，610

38，980

障審者加算．

重度障害加算

窺度陣讐者
家族介護料

27，140

14，610

12，250

27，140

14，610

12，250

25，250

14，610

12，250

25，250

14，610

12，250

23，360

14，610

12，250

23，360

14，610

12，250

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

ろよ四応生　く局局伴老　ア（の　 一　　日改と　・避
で咳十す活従解第第ワ人生　　　　　改か正と第

契麗
所施施
期設設
間と及
がなび
変つ療
化た養
セこ型

蝶嬉灘纏聯ギ麟馨響灘華雛
つが　　も病て六びて　　従　　設r定法と人扶
総莫　床お力麟入総識繕購摯騨殖勇出幣

最蕨講擁
尋難羅蟹
こ施設等てのの
と設及と入血要
ととび定院縁件

お療
り養
入型
院医
と療
し施
て設
捉へ
え．の

　　　　　　　馨
入L実六い施対所と施条も設応，
をは責等のはすぎ
盟摺房ヨ藍憲歪．鱒
し介取と理保と
た護扱かし護とも老いらた法磯
の人に　芥上　醗．
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鎚踊墜鞭幾鶏鑑　罐騎逗驚馨　ていすとな養書護設　ホい設　　な要ゆ中がと院し
次もてるをつ護く老は　 1て入　　）件るの考にとたの基　こ明て老必人す　ム嬬所　　柔に生世え着はと
二本　 とらも人要ホベ　の　者　　局介活帯ら目別考
難鍵暫瓢薯翫窪　箏難殿捲巻加従　為す扱ムいで入　とま帯　　 1人入　　取護れ

以＿　が継し盗地越請療の

猛葎あ警鯨畷篠そ蓉嚢業

搦奮警魯蕩誘饒蓋護勢糞嚢

2実　嬬区者設人　地
あ籔護藷羅寮
裂費経護饒鑑芥聲護

％膿擁繕讐簾
　乞欝壽暫あ護馨婁

施　あ実はにあの扶険者介扱と客転　者とζ倭と　に

藝尊鰻誘績難釜露甥勲篠蓑鍵

稀騰難事璽轡礁魏謙鍛認翻護る　も機る付へ利てし被るのあて発し　行すの委
嚢窪雲票腎芋警響霧藻経カミ啓是罐尾袈重響鍾

携継購　盟蒲榔聲蝿こ麟鱗唆
野竪羅　差藩軽薯鵜鑓駄建馨

騒　Llfe　and　Wefare20005



騨揚ゼ定介き施入措

　五にる護老

秦鞭鮮球舞縄聾翻難羅髄馨藩献
但薩驚夫綾繍騨輪腫馨
しをづあ所婦に責を断設あがに者け受

定こせ1　福　る施でを施のへが設み

な加介害設円し介
が算護の入　介護
つの施三所合護施
て施設加者計施設
　設入算の二設で

月適算さ老あ共の

用にれ齢ゑ通実　設及にす含応るち　一の係　のア（3）
さ代る　漢で態基さびrるます需　介解②る介取
麩誤酪筆織譲搬璽鎌鞍墾蒐縫濃
し野障藤芳野離櫨罫鰍（5）藁斐い鱗

設入て常なての所

算生助等護扶に需

謳購纏鯵創　た応に対すっ

備所
し者
たの
＿基

羅
纒
2に

入費

笠　に
　つ
　い
奎て

i曇

講砺瓢髄離歎鱒鶴警騨易為鰐

ロさ者翌期　基の利一　どを訪枠護利配護　度用い
歩綿騒惣早斉雑盟鯉麗礫吾屡轟
莚饗鰐難馨籍鱗篶雛需駿器揚
論i嵯易聯撰瓢鹸齢祁蝶原奇

しfe　and　We fare20005蟹妻



　第りお　ウと基あそま　当月がが居　変し利ここる

野窺響靴廼麓縫繍鎌藤響紗鶴に　定と当　迄調　えて翌とれ日見り設ゑ日こ短こ月
催　しレ該　　整にた利月とるか込予の　用と期れを
遙些・鶏　葛鰭留暴馳繕魯欝魏
誤局割に　こてで途曝力と用嫉に認のるる

難晃1耀墾転鱒籍鰭誉藻棄霧霧灘
騨被差骸舗豹勲嚢勃健慧カミ毎生〉4関るし適保貫範と生納毎務納で一とが介月活総購

讐勲魏納妙賊魏簸駿驚経％磐
離駿翻班臨籟羅被襟年騨塞　蟷
開カミ第彪篶麓脇舗騰鯉躍蛮　講
篁擁難婁転欝糠蕪謹嚢署彪鍵

謙蕪鰭鎌搬蘇纈繍鞍麹警釜鰐
む行後象後者でのれ　　と加険セ算日　つのたしさ月

　　すれ護定な建納村転　認　の迄と降とにる到料が
　　るら保のゑいがか居　め請滞　なの同おこ来か適
　　福の険対一等生良し　ら求納　く、日様けと納ら用
　　繋翻鷲鷲過霧縮盆実警踊魏賑

雛　Lfe　and　WeIfare20005



　　星縫て

イ住噸介ア〔5｝賜舜蟹擁謎介イあ献駿

限て限理期　のい平限のり概　　取　ウと護住鷹目

徽匙鵜易繍区覇繭　建甥高耀薯

申よさこ指療居以限十度用福定施状介施

基異と介き導理すでれ係っ入と1応て

募欝籔齢嘱瑚議鞭㈲欝羅嚢仔・迄烏難謙

っな　護行に指る除てるい
縫犠招導あ携擬
サとビ計るて　と得こ額
1かス画も獄　したと管区
ビ艇提にの　　な額か理分

支　 二

給技
条能技
件修能を得　修
緩費得和の 費

す特のる別　拡
と基 充

と準 に

もに　つ

Kつい　い　て
支て

歯

鼎
圭

管　薬
理　剤
栄　師
養
士

しビじ嫉
なスた
　費一当
　及力該
　び月者
　食あの

　月　月　月
五四五二五二
〇回三回五回四回点居
○ま○ま○ま○ま数宅
点で点で点で点で

長計型　ら
難藁雛
建鯉お
鯖繕鮫
途い　護月
にこ居及を
慰葬縫

　　養（と意ま必こき　がでス
鱒継響難疑蕃鹸
灘鱗楳編薮馨雛　科係保7てこさ去はへ　囲治

　医る険の差とれの事て　内医
　師介に15しとる利務こ　でに
月欝葵嗜嬰鍛難
九一酬る結講讐藻貌
　　　　　こ医上かな手　こう
　　　療との限らる続と兄

Llfe　and　Wefare20005　咽窯



定件　もを通四改盗のす新のの今重得る力況　　（2）る

堪正要別九　1耀鷲器熱羅　襟

灘雑鰍窺ロ建礁膿漁簸現曼
　得的つもとつ座る定　を　定用い　　が当対見下ま

蘇廷鐸灘地　三　韓建給対一鞠鱗盗財蔀義甦纂馨茎

　　用いいうい　　終施八期制　　条こて保　　　　　了　設　○　間度

ゑ該受の
　蒋　　講支な
　　終給お
　金了対’
　を後象教

贈繍
難鰭
鐸謹　と置て給

　と　越制
　な当　度

型レな等及の　ろ営的県のの機下　のい地準ののな
＿　いとび施本でをな知承も関のそで程域及で原い特
地地限さ都行年あ確公事認の限もこな度のびあ則特別
方方り、薮道に四る保平のをにりのでけに一程灸か別基
自自　　府伴月＿す性判得っのに　れお般度規うな準
灘翻暑レ豫響鍵賞齢濯綿簾認個鐙黍
第に府法市国の承う保かで嫉とてまら必と則定別に一
二定県に町と地認になかLrし1嫉でな要のににに対般
百めは特村地方基しどらと都　　は驚最均照当認し基
四る市段の方分準て’しし道一保’
去撃將窪開貧垂罵彪蕩磯蔀鷹轟馨歪
条のにめは団括　とな広道知以実額
か類対が対体法　 こ運域府事．、ヒ施以

少衡らた定’準
限を』つさ必で
度失　てれ要は
のし当はる即賄
もな該基も応兄

懸壽Lfe　and　Welfare20005



のオ別6
承）表の
認　第2
（　 3の
課　のの
第　2）

　　　　　　　　　　　し　に生福②用び　外求るら
翻鞍9鱗殊雛羨①髄蟹糠襲繍③縫
に6扶什の道線　介認基の②しが務的をので与是言百
讐膿翻羅輪笙篶噸鵬羅こ毬勧軍
嚢盤ゼ蕪露翻鴛鑓裂綴講告秦

経の
由申
＿請
局に
第関
6す

のの級
（2以11上
のの位
エク基
の）準

62一ゑもの
娃

主
と

凝鵜奪硬④徽
定も示止け知と代料ま
薯㊨昌傭籍鮮
も③上もの認つ　出で
の厚で俊運及起以要あ

こ大関めはよ加と等のし
圭獣薩蒋舜耀確罐鵠之麟乙隼お
舗概趨集新暴鎌特欝蕩蟹鱗
）転軽蕩繕楚暮を携霧暴堅叢珍署費暴費）

裂瑳至超吉璽髪逡馨暫護墾藷
準基保供が事6（3）査よ定6定
をづ護すた務のをするのの除
設きのるい所10趣べ特手34外
墾毒謎誕鶴羅）攣

容
認

課
第3
の9

局6
第の68
のの
8（1）

のの（2）ア

の）

局
第6
の4
の

（2）

の

医　　一
療最
扶近医
助の療

響畷灘
難礫雛

鷲講…i

　　　粍をq細まΦしあ施施入　　四配類資　見　なで　てる要行に本
電の産　直③条も②おカ1領に伴年そ
糞雛羨鷺簿塗謹鵯解
の見関　の今指の原がとがの　い
条直す　墨日示で則適併行な地て

嘉露鯵釜蔚雛嚢雛

1定第イ、等
の期7　茎
購楼房
　月〉6削　の　の険
　指　2垂局

る

近
隣
と

の
均
衡

離摺（ら39の
難）隼
あ鯉聾

係）に）
る　係
条　る
件　条
を　件
削　を
除　削
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　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

年に整の事給分一れが律の樫蝶鍛縮麟

的遇の期灸つるはた
確検関入　いと’顔
に討係院　てと各
把の　患　一も通医
握基他者　層壱く知療
1く礎法の　の　に扶
　と措需　強さよ助
当な置要　化らりの
該ると　　をに適運
患実の出　図は正営
者態関身　る次なに
にを係世　必の実あ

　　　（1｝要事施た　てそ保明由助　　三

膳鑓詫職ぞ鎚繍㌶鐸医顯耀珊
蓬駐雛複餐
舗繍ま羅勢
重る’でな者
要比医あ　の
な重療る保八
課は扶こ護割
題大助とのが
ときのか開医

祭畿離

適
正
な
運
営

酬鑑し雛一
明削て目IJ日

無服奮

項と理にこ
をしセつと
整た　いに
理診まて伴

　　　　　　（3）　　　　（2）
をな医過診つ　療確嘱要け　う対
轄篶難難聲難馨麺駄
る数医いを　助を当主めにわに切

薩縫匙篶騰欝謡髄　認協つレプけこ者とのて外組遇
　し議い　トる～もにの継は来むを

　にて診点通
適よ嬬療検院
正り　日に患
受必嘱数よ者
診要託がりに

対協続’でこ確
し議の入受ζ保
適に要院療　す
切よ否のを　る
にりを必続　 よ
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いな四つしえつ九数に半社と以の　本導てつ分いたたて万値転か会こ降保方監　　　お
もてのて虫もお六にじ1ら経ろ　　護　針査午客奉暑福2砥天森平縁膜虜爆需　　器　灘　　　　【ナ

スほ毎と祉推現賊市況ゑ横をたるワ換年　事測在保　十部のカミば見　 つ

劣査全午癖森饒藍榛牽牢下不寒髪お生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保

検、叶も認金の①雛綴ま叢璽鯉噂護
奮ゑ傭學碧窯欝黛ゑ肇巽覧なぞ蓋砦午蓼建宜　　　チ旨

て正三平辱びてれに事の足1の保者監

鞍覧腱歪告就認綴魏擢癖鯉方例のさてお受各労　はあはの　なあ的に増割
精塾型讐葦賢認縦嘉灘獣鵬針
え査　　二えま　　　　　　　　②

Llfe　and　Wefare20005肇尋



論ア〔11蝉監離澱醗諮藏建犠な鷺
鰯雛講蕨鰭護華耀蕪望凝漢義悉
籍樺騰聲鷺織考箋難勧癖牽簸箏
つ及申施％得い地改議つもへ託に正　法の分二の施王
礪離餐㌍袈舞蛎勢奎懇雛謬耀

鐸鷲噸縫懸騰購擁尋藤饅務藩

によの調及部事融意き収者導る報絡員る担がの底護
対う要査び局務機書取入かすよカ1体とこ当逐結を制相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
越腿懸㌦簸灘験詑縫募耀被〔ア嘩
羅歳語欝講欝舞鷲ζ擁難鐸雛悉

羅鑑蘇躍甦離矯器露竃欝収縫

鰍隻姥鰐酪藤鰻籍撫難鴇魯箸羅善
1鞭蕪鐸旙転雛簿隻離鶏響峯窪糖
指針議困に検生や処るめとで行に’
鶉欝自藻縛離雛ぞ質
舗鰍齢難総礁力轡どう
ζなる等長兀病等　ゑ　把処かのi
　検なは選で状にま　画握遇のよ力
　討ど　定樹をよず　一や方基う1

立帯る越近入構
とのこ　隣　成

訪し　査に把の
問た　す居握生

～7　Lfe　and　Welfare20005



生るに帯　すめ格要すと必らが活　う目随被問に当
酸歪鵬重駿鵠繧纏灘難綴孟翻芳
等は理い　～もの高ケ働K訪るこ等　す十問世をす計
かも由て訪　措位1能　問ことを保る分す帯漫る画訪
らと等は間　置にス力稼調とか早護こ認るの然こし問
生よそ　時　を付にの働査なら期開ζ識と状ととた調
膜咳裟羅架撃講3鯖藷覇《講礁そ毫饗叢繁萌蕪

霞民鷺垂雛離窮警鯉董欝雛難

馨縮縫罐騨鮮罐糞鍵維蓮嘉磯
に活がかて　助逸早に公　形娃のにる実者　の導生可

必い　日あ　指く長導所況導の可検行主　　指　握庭

内び求義　な取活検も等各ゑ十と　国ようもをのを要

桜等　盟入なの収闘そ過金多億もお止ζ増遥う数態等

務よ査明に　十のる因よ貯収て千受底　行をと時把調
所り及を疑　分徴生をる金へい六給　　う行と間握査

を保　きけ付に　形世　の（2）
的すっなですわこ成螢高充　うス徹能金及は迄対ての

しfe　and　We fare20005間謬



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア〔3）い関用

藤糞董鱗略縫誤髪魏魯縫室窪犠
　すえと　事被護　　　　　　　　　　配保体うを関

るたのケ務保の
よ職な1所護適う員いスに者正
榿配ξワおが実
碍置久1い増施すに　カて加を

罐　やしてさカい及
　情’もせ1よび
保報要’る等う事
すを保経との査務

鰹難1購難
偉講鐘各

針福の　イ

縁墨耀議岩饗擁騨握隷甦醸毒鞭奮

の十の
実分充
態発実
を揮
見さ
るれ
とて

る問i幹議りケ
耀篠離亥
指決等員極に等
導に全　的つ問
す取職査にい題
るり員察活てを

繍鹸鑑畜裂翻霧垂
よ点ををしζ組れ営処所事

鐘縫被（4）発飛翻鶴聴っ震醤欝講

蕪鍵羅難騨鞍蘂讐駿1鋸豪奮塁翠
髭鶴鶴毫欝難糖蒋馨購集覇鶏
離藻懲覆信鉾1難燵糠矯髪縄鴛
爆灘Lfe　and　We fare20005



糠瀦都　三鱗癖鑓さ鱒鍾骸振號
鞭臨碍辮縫賑医讐礫雛嫉友簸等係お法県　つ事　つ付する療　る療把とえ常等ケう取

貫鵠薦　　　経驕墜欝嚢灘レ経藁
徽薪っ欝灘歎ア〔藤罐っ灘よ霧驕齢

　雰穀享勢ば霧奮糠篶ぞ

継議難嬬鍵籍

雑箋蜜毅騰雛

離蒲本磐12糎矯雑蘇茶雲魂葛騨齢イ
等査を庁指福にしくをと検幹の是のいる　いるそ保本
騨騒難藁鶴乏鰭難華講雰謬雛砦

施護去施　的　の所所のす協い導分復　にを題に当性

蟹狸駐醜レ窟繰て鱗舗騒嬰祭構噂
深間の点ζ殉り、事え’判
め題研等がけ　務る関明
る意究に必て実処問係し
よ識協つ要　施理題職た
うを議いで組体の，点員問
な持のてあ織制円や全題
工つ場嫉資をの滑現て点

辱鞍鰻雛稀贈登
くここに施項じ　別監帳の
是ζとわ状　て福ケ査Lた
正　にた況本　祉1のをめ
改　よ軌等庁組事ス実整各
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運任麺悪い況のい　め㈲導的対題在て　具K問別監　夫
営せ蒸がてに福わ被細　のにしのを雄さ体　題ケ査まを
にに　経醜あ祉ゆ保か小徹組て所十　ら的そ発1結な行

じ護ワるに務占所帯つ対　る喚理も問員すらるま示す
催蝿耀纏饗烹煽卦駄醗さ劉穐なの1に大お状国の　き　指率に問所しζしも　個導

輔驚讐窒3雛鐘霧講繰票麗葬纂商譲
及返護防指　てはくやよよゑす　 祥　きを務て保上てに

十な停を陵事　こる所と倭
鶴噸不勃舗縮国
行決変れ祥に点あでする民
綾裏耀旛鰭捨篇
顔伴び　生て意　　用保の

が所　防指’修との組の
難告魏禽耀離しが　つ　行工開に的なの

蛋継叢鑑慧難

謹讐葡鍛麟纏郵毒重携麟幾奪欝躯
て雛灘購凝遷籔膨鱒態㌶置騰所る事　を含係るζが個制　　にさ扱っ理　査用に把を
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　　　　　（1）　　1
査指お開談　進正
の導け始　保　実保
徹及る段申護ド　施護
底び助階講の　のの
　調電に　相　推適，

取要調’嫉自のの始
さ件査関　動申把時
れを等係挙車請握に
て確に先証等書状お

　　　　　　（1）　2　　　〔7）　　　〔6）　　　　　151　　　14）　　　（3）　　　（2）　　　　　（工）　1

　イ　　ァ　て等制者れ確律な解切　所　の保　資保い保幹相にに民て他に生に保対さ保面
に受等ま内険保産護る護部談な関生い法把活定護応れ護接
徴給）た容　護等開角申職内つす委る他握歴めのがるの相

い認よ＿資）’況け
るすつ金料及資　る
カきるて融等び産　調
　た十機に収申　査
　め分関基入告　の
　のにづ里書徹
　調検保き・　　底　査証険＋書禾

書ま’い情と
ので指る報の
処決導かが連

請員容てる員溌施さ

理裁結。福携
及さ果　祉
びれが　事他
保て面　務部
護い接　所局
金る記　のと

勢燦罷
支　等　に絡
給　に　つ体
は　記　な制
迅　録　がな
速　さ　るど
に　れ　よ生
行　　　う活
わ　所　な困
れ　長　体窮

　　’る開行よ受談
策れ職権始わう給時
活て歴利時れ十要に
用い　　にて分件お
にる病義rい説等け
つカき摩務保る明制る
い
て

の
助

指
導
は

適
切
に

行
わ

　の護角さ度適
家周の　れの切
庭知し　　趣な
環徹お　相旨対
境底り　談嘆応
　はL　内　と
地図の　容要事
域ら配　に保務
とれ布　応護処
のて等　じ者理
関いに　たに
係るよ　懇正
等力玖　切し
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的　法　寧理

欝裂
撰
螺、

蕪

灘
自　自『

　再

驚

1
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道
府
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指
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寅
変
イ丁

つ

指
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監
査
の
主
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事
項
及
び
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点

　　　　　（2）
　ア推指中
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務権　援お護
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保
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お
り

等
に

よ

　（2）　　　　　（1）　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31　　　　　（2）

の滑児　オエウイア診病ウ処郡に童関関れ対　れ判　処　れあ　産子　扶命状病書
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連て
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図者
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い体
る障
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い
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ケ
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麓舞輪離況鷺
勲離牒蒲智溜
では扶職別況るて
き近難業母　鞘い
る隣能等子　　る
との力の世　 角
き市調生帯
に町査活の
越村は実前
　に行態夫
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にして収転
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把収び知
握入資徹
　の産底
　　b及

定てに年施の書額
の確達金に内の等
障認し等つ容内嘆
害さたのいを容
0）れ者受て確確的
状てに給　認認確

　　　（51　　（4）　　　　　　　　　　〔3）　　　　（2〕　　　　　（112
　資一　斉収　ウ　　　　 イア収　　イ　ア　　イ　　ア　　徹　り
ま格定老点入収　る象　認祉　　入稼働　　　稼い　　関　資資底ま’
起にの齢検申入仕なとまさ会年収の働日収そ収働る資ま係資産産が旗適
　つ年基の告申送　な喚れ保金入把収戦入の入収力≧産裁先産の及図　時
一い齢礎実書告り　つ　て険　申握入　申際申入　活　調（把びら世適

態いつ資努す　に
にるい格力る　把
あかてのさた握
る。’確れ磯　さ
者　老認て　　れ
に　齢　い課　て
つ　基　る税　い
い　礎　角状　る
て　年　　況　か
　　金　　調
障　等　　査
害　の　　等
基　受　　の
礎　給　　一

た通い事保告
イ也算る務1倹書
の老掩所金は
年齢　 ’等適
金年　保の切
の金　険受に
受を　会給徴
給受　社資取
状給　等格さ
況し　ののれ
はて　関有て
的い　　　イ系無い

確る　先及る
に場　調び角
把合　査受
握　　等給
さ通　に金
れ算　よ額
ての　 りは
い対　確’

以給告’告の
外与書給書把
一額及射喚握
年等び証
睾）給明定
　嫉与書期
保　証等的
険適明挙に
金切書証徴
　に等資取
補行誉料さ
償わ証はれ
傘れ資添て
　て料付い
仕いのさる
送る箆れカま
り鵜貧て
等　審い
一糞る
の　稼力言

用資査不握収れ帯切
に産等塑　入て構な
つのに産　のい嘆籔
い申よ ’　把る　導
て告り預　握角収が
の内的貯　　　入行
指容確金　　　等わ
導にに　　　　のれ
又変確生　　 変て
は化認命　　　動い
指はさ保　　　にる
示なれ険　　　伴か
はいて等　　　う　’
適力言い）　　届
切　るの　　　出
些力言座　　義
打　　。　　　務
わ　　内　　　の
れ　　容　　　周
て　　は　　　知

　　　　　　　イ
進動間画樹遇即の
　等調的立方し実ケ
　の査なと針た態1
　推活訪計の処にス

　（3）　　　（2）　　　　　（1）2（4）　　　（3）　　　　（2〕　　（1U　　　⑥

状　が　間　もに用ま性　　　連　し　を唾　遇　立握　　て係扶　年
況訪行ま調個の着を迄に訪計処携まが処踏　ま方ケてさ処処越の養扶金
変問わ友査別と目図　即間画遇の燕な遇ま個迄鍛1られ遇遇　深義養等
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適
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に
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　　　　③
援対る層
助すケの稼
のる1者働
推指スの年
進導にい齢

　　　（21
る協可
か議否傷
　’等病
　必にを
　要つ理
　にい由
　応てに
　じは就
　検’労
　診レし
　命セて
　令プい
　等トな
　に点い
　よ検者
　り　’の
　的主傷
　確治病
　に医の
　把訪程
　握問度
　さ”
　れ嘱就
　て託労
　い医の

　　〔1）　1　　　　　　　　〔7）　　　〔6）　　　　　　　　　　（51　　　（41　　　　　　　（31　　　（2）　　　　　（1）　3

カ1活　決い行力行を適る在　施1特　施　習就就裁まる訪わ長しっま工面切世か宅ま目さ訪スに訪訪さ
慣労労さたか間れ期てなた夫接な帯
の阻阻れ’
形害害て早
成要要い期
等因因るに
’がのかケ

必・白勺　手巴　　。　i

要確握
なに
指把
導握
援さ
助れ
が’
適就
切労
に意
行欲
わの
れ助
て長
い　’

る生

ス

記
録
に

明
確
に

記
録
さ
れ

そ

の

都
度

Q調てにいど’すす指主
査いわる’民るべ導の
結なた鵜不生等き援み
果いつ　在委適者助な
はケて　理員切のがら

　1来　由’な不行ず
査ス所　を親対在わ’
察はに　確族応がれ必
指なよ　認等措続て要
導いる　しか置くいに
員か面　　らがなる応
等。接　家もとどかじ
に が庭’らのロて
速　続　内生れ場　世
や　き　面活て合　帯
か　訪　接状いに　員
に　間　を況るは　と
報調行等か　面告　査　うの。訪　接
さ活よ聴問をれ　動　う取　方　行
てが努を法い

。福た的れ問は’問問れ
祉’をて調な長調調て
サ多もい査い期査査い

　1様つる活か間活活る
ビなてか動0未動動か
スニ訪Dは　訪はのD
の1問　　　問’状
活ズ調　ケ　又予況
用を査　 1　は定
等抱活　ス　予ど
必え動　の　定お
要るを　状　にり
な高行　況　比実
指齢つ　変　べ施
導者て　化　実さ
援世い　に　施れ
助帯る　応　回て
が等か　じ　数い
行に。てがるわ対　　適　少か
れし　　切　なP
てて　　　に　 い

いは　　実　ケ

　　（41
の防
推止不
進対正
　策受
　等給

か

11）　1　　　　　　　　3　　　（61　　　　　　　（5）　　　　　　　（4）　　　（3）　　　　　　　〔2）　　　　　（11　2　　　　　　（31

　　的る自る　況時等文つ安的よ自　い所等q収収なケ立自力き身まの聞稼のま書稼い自定ま連自り立稼自るの育のま
入入指1助立
申申導ス長助
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内内助中1ケ
容容が心ス1
にの行にはス
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あのい’能
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い
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庭をわがび切指り活がた同情行た行書活指
的含れ少地に示徹用適め行報わめわ’用導
条むてな域行に底に切の訪等れ’れ求等状
件増いいのわ従さつに各問のて公て職自況
等収る者賃れわれい行種等収い共い活立
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じが
な行
適わ
職れ
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導い
がる
行か
わQ
れ
て

い
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緩準る場る指て制助供
　等鵜合奄導い度が
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所
等
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　　平成12年度における生活保護指導監査方針

　　　2
充指帯
実導に要
　援対援
　助す護
　のる世

　　〔1）1
　ア
事　高個
業要齢別
　援者具
デ護’体
イ世傷的
サ帯病な
1の・指
ビニ障導
ス1害援
事ズ者助
業に世の
’応帯充
老qに実
人　対
訪ホす
問1る看ム指
護へ導
制ル援
度プ助
’サの

老1状人ビ況
保ス

応務無な調が’
が所がい査十法等等
行と検か活分第のの
わし討な動に六米発
れてさ《や把十然生
て取れ　関握三防原
いりて福係’条止因
る組い祉先分及をの
角むる事調析び図把
　べか務査さ法り握

　（21　　　　（113　②　　　①2　　②
適　題に的発観　　れ　る　さ　　れな
切福点問な生点不不て不海まれ不不て理再
な祉の題訪原か正正い正　起て正正い由三
対事有が問因ら受受る受　　い受受るもに

給給か給　悪る給給かなわ

きP所等れ第’と
問　とにて七適そ
題しよい十切の
が　てるる八な対
奪騨力磯額
場　組の特用援況
合　む実にケ助
　　べ態’1を
そ　き把定ス行
の　問握期のう

。の　質かにケDくた
原　 な0つ1　従る
因　ケ　いス　わ収
分　 1　てに　な入
析スは対い申及　に　 ’す　場告
び　っ　法る　合書
再　い　第措　はの
発　て　七置　 ’提

防　は　十　　文出
IL　　　八　　書の
対　告　条　　指指
策　発　に　　示示
は　等　よ　　等に
適　が　り　　の対
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事もた
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　　　　　　　　（31　　　　　　②
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携
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導　携　あ　　等るな
は　を　る　　にか生
適　図　世　　つP活

い
て

検

し

関

係
機
関
に

等

の
各
種
保
健
福
祉
施
策
の

活
用

2嚢Lfe　and　WeIfare2000、5



（21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　3　（4）　　　　　13）　　　〔2）　　　　　　　　　（1）　2　　　　　　（4）　　　（3）　　　（2）

　ウ　 イ　ァ　 に数がい査さ　受認者指入　にきな　わ　　移移医対等レ実医る察まれレレ診’同の医導長
院移限’お移れま移送送療しにセ施療発指た’セセ指審一居療援期
患送つ歩’送てた送給給券技疑プさ費
者給て行タ手い’給付付交術義トれの
日付行困ク段る通付
用はわ難シはか院は
品’れと1
費現て認を最
等物いめ使も
給給るら用経
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則
と
し
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れ
て

い
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適等きと　　そ関なむ
時にるに　　のでつを
レ際状直　　結受て得
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態
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わ福精申精れにれのる者の療法言地の庁が1門療門託託に摩術加患
れ祉神請神て次て活法ので扶他をか給へ効ス的扶的医医申”算者
てに科の科いのい用律病あ助施求ら付の果ワか助判が等請マ治等日
い関の可受る点るに一状るの策めみの技的1つの断週のさツ療の用
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保獅騨騨縄離鶴驚離器付雛
健保精いり関　る方要て学が1体所動行施　に害
所健神て・係　も針請い知聴ス制内状わ術　行基
等福保確社機　のの状る識取処が勤況れ’　わ礎
関祉健認会関　に決況鵜のさ遇確務　て眼　れ年
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具過画
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策又
事は
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理．ので則か1
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台・なiてい指いに行変
帳指さカいて導るつわ化
に導れ1る’
記してにかケ
録たい対DI
さ事るし
れ項か’
る　’

等そ
’の

何経
ら過
か及
のび

。実
務
指
導

接
遇

ス

ワ1
カ1
に

必
要
な

かいれに
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い行は指に認わ認さ保要の保か開等暴
るわ適導よめれめれ有件保有
力まれ切指りらてたて容の有ケ
　るに示徹れい場い認審状1
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間てなて合　い
のいいいのて使る場る指　は
用力言合力き導

禁　に　指　適
止　は　示　宜
の　　　は　保
指　保　　　有
導　護　必　要
は　の　要　件
　　停　に　の
適　　　応　検
切　廃　じ　証
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てび医協に得’福
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医存従曝すに期法
療は事　るつ入第
要’者円適い院三
否適は滑切て患十
意切’にな配者二
見に確行処慮等条
書行保わ遇さに適
はわされ確れ対用
適れれて保てすに
切てていのいるつ
にいいる状る精い
記るるカま況魚神て
載かか　　　障理
さゆ。　　　害解
れ　　　　　者さ

　　　　　　懸

と精求てのす
い神はい趣る・藩多
う障適る旨理・
灘力き養驚
法祉わ　療況ド
のにれ　扶

鷲膿灘
い法か　す
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つ（　　事
い以　　務
て下　　取
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爵鷺平あ聖麓綱灘燦土凝孕罷生欝

雛鞍舗難醗新盤徽触3藍建難，、1

呈瑳矯提欝碧罐濠
　設　及の向と間
　の　び充上との適
　適　そ実及も短切
　正のにびK縮な

讐
職
員
処
遇

離毅肇縫入妻薪らのと重尊不る所　お　指
れ援と点重利こ者　い　灘
る助もをしをとに　た　監
よに陛おた有に対指査

ア髪礪難1盤讐螺垂蕪保1茱簿避募法

　　にり類指特　　図　一とのよ規　　　響　　立理を運
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　　　　　　　　　的が当　イ査監支地認設けす監の
豫（醤惣響。う鑓輸鹸鶴讐糊垂鍵籔

藤灘ゑ糟麹雛緩　麟巷実餓鎌竈睾
　　　　　〔3）　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
監なて員ア　随をい　イ実の査すξ　計い実実　ア
鯉攣籍糠鉾輪鱗縫纏縄講讐駄纏
た予る吏班のす保最査監い項等に監実実計及た設監査拒

指サれの関　（1）3　　　　該次設嫉　（4）

すにびと指施等　　　び定のよらるび　め向関つ度保ζ
ゑよ指認導設　　場とり、か保中る上係こ等護
ぞ魏矯　　所蓄当躍幣遍舞隈

　よ果中　るづ生れ事　　す員　をい　　へ分て　か

望蠣ミ瀬耀　鱗鵬　轍越空
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激
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　に毬い’調な給す策低練ス者方て計見検’本所計画

交」に　献）確よ必力言たに理は処つ学てま入基に活定

　　　　　　　③　 ②　　　　　（工）て者　　ウ　　ィァ　ィ　ァ　ォェゥ　ィ　　　　　ァ　い施の施
　食さて　適計機　 ス応会入係処な設意設ま事検れお嗜必切車画機能ケ入処を処じ議ま所及処遇いの向の
挺前食てり好要ないが能訓1所遇得遇てのた者び遇計力≧管’処

替
に

よ

り

実
施
さ
れ
て

い
る

か

な
さ

れ
て

い
る

か
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則

と
し

て
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がさ
なれ

ユ調保う要
に奪さ努な
反　れめ台
撃郵諜
る等るる確
なが力言牟保

さ
れ
て

い
る

か

護適にれ践践等
施切行てさにの
設にわいれ努専
の行れるてめ門
個わてカまいて的
別れい　るいな
りてる　かるア
ハいか　。カきド
ビる。　　　ハ
リか　　　　　イ

め対蛙整遇そ療いえ所づつ動さ
にし適備がの法るた瑛いい作れ
保て切さ実実士力きう　てて能て

え適策の匁い
で切定定　る
策なさ期心力言
定時れ的理
さ期て調状
れKい査鰻
　　る結
必ケ牟果家
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理希遇
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合をい
に尊て
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眼
事
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眼

点

別
紙

保
護
施
設
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導
監
査
事
項

等泄い者配力体
はのるの慮で状
入自牟状が入態

　　　（5）　　　　　　　　（4）
　アわ　　エウ　イ　　　ア　コケ　　ク
イ　れ入数　　る　入祝と　適　　べ存
レ排て所の自身鵜入浴日も入切給食て）保

所立
者に
のつ
特い
性て
にそ
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じ努
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夫な
がさ
なれ
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れい
てる
いか
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態　替鵜しれにて
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当確当以の浴係のさ管娃
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っさっ行浴のの生てれ一
てれたわ又確検管いて定
のて場れは保便理るい期
健い合て清がはに餐る間
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設穫はるさか
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　　　　　　　　　　17）　　　　　　（6）
　エウ　　　　イ　ア　　エウイ　ア　　オエ　ウ　　　　イ
の　　が状保頗　策　医潔　　　的　衛が　　行　確　行ル　に
付入急行等さ　施は定学なシ入起な入生な夜おわ便保まわトお配ま
添所病わにれ嘱設適期的も1所床物所的さ間むれ秘になれイむ喰喚
い者等拠応て託の切の管のツ者後を者なれのつての配　てレつが
にのの　じい医種に健理と等の着着の被て排交い続慮おいを使な換
つ外場看てるが別行康礒な寝被替用被服い泄換るいがむる使用さ気
い部合護　かお　わ診　つ具服えす服及る介時角てな2発用者れ
てへの婦医」か入れ断適てののもるはび力言助の　いさ父　しにて保
配の緊等師まれ所て’切いソ洗せよ’寝　及汚　るれ換　た対い温
慮通急へ　なて定い衛にる不濯ずう季具　び物　者て時　介する及
が院連の嘱　い員る生行鳶ン等寝配節が　おは　にいに　助る角び
な時絡指託個るの力言管わ　交は巻慮’確　む速　対るは　やお　入
さの体示医々か規　理れ　換適きが生保　つや　すカき’　トむ　所
れ介制がにの震模　及て　は切のな活さ　交か　る　入　イつ　者
て添が適よ入必別　びい　適にまさサれ　換に　涜　所　レ外　の
いえ整切る所要に　感る　切行まれイる　に処　場　者　誘し　プ
る　備に必者な応　染力言　にわとてクよ　つ理　　　の　導の　ラ
カ1入さ行要の日じ　症　　行れないルう　いさ　摘　プ　等た　イ
　所れわな身致て等　わてつるに努てれ便ラの峻バ　者てれ医体　　　に　　れいてカき合め　　て　等　イ　働　　シ
　のいて学状時必　対　　　るい　つて　十い　が　　　きポ　1
　入るい的態間要　す　　常力言な　たい　分る　適　シ　か1　の
　院力きる管・がな　る　　に　い　衛る　配力ま　切　 1　けタ　確
　時　独理症確医　対　　清　力き　生か　慮　　に　の　がブ　保

　　2の生　’

　　　　　　　　　　　　　（1D　（101
ウ　イ　　ア施　イ　　　ア　に　　　イ
　る　　と　設の　必行必　実適苦掩家　か
居角暦まな入整職ま要い要入施切情　族家D
奪欝ぞ鷲暴勺謡纏麟霞購
の　が障いが生参入じの期のと応け　桜面
清　設害る安活加所て更1モ入のし付
掃　備に物全環で者報生　所連てけ　来が
　　及応　　境き診告の入’携いる　所長
衛　びじ　快嫉る断し目所退がるた　に期
生運た適体会て標者所図発めつに管　営配　に適制議い’ののら　の　いわ
理　基慮　生切がにる実心際れ　窓　てた
　　準が　活に整は牟施身及て　口　のつ
保　にな　で確え’　方のびい　を　働て
温あさき保ら必法状入る設き行　　つれ　るされ要　等況所力き　置　かわ
換　たて　広れてに　を等者　　す　けれ
気　構い　さてい応　決に処　　る　がて
　　造る　 ’いるじ　定っ遇　　な　行い
採　にか　構るカきて　しい等　　ど　わな
光なQ遺鵜実実ての　苦れい及　　　　　　　施　施検た　　情　て場
びて　設　機』討め　解い食照い　備　関　をに1　決る

　　　　　　　　⑨（81
　　　　アるて
　関供免いま家レさ及ま等入　る典族ク
らび典の所　力言　とリ
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　族家慮の　相所連1
家と庭が身　談者携シ
庭の復な体　にやにヨ
復連帰さ状　対家積ン
帰携がれ況　し族極の
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況等きカま等　な相めが
カΣ適る　に　助談て適
適切者　つ　貢にい切
切にに　い　　応るに
に対つて援じ糖な
把応い家助るさ握さて族が体れされはへ行制てれて’　の　わが　い
てい実　情　れと　る
いる施　報　てら　か
るな機提いれ
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　雰　唱

　　平成12年度における生活保護指導監査方針

　　3騨璽
助へ共
　の
　支自

者設係事随者いに討障等又参業を設自々用を’ラ管設作’
に関機業時のる応さ害をは加嘆回関活の具有適1、理備動便

　（2）　　　　　　　　　　　　〔1）じ

ア　カオエウイ　アた入クキカオ　エ　授関機さ分的ま又救自所等管施円い入明入産等通関入れ疾に精状訓友は機護真者福障理ボ設衛滑居る所各は
所施関所に所て患検神況練　作能施　個祉害はイの生に室掩者居適

更
生
計
画
と
実
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方
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　　②（1）
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る金金の収わの
袴及鎮積入れ運
　び　算のて営
　引優根本いが
　当先拠部る適
　金的は会か正

　　　　　　　　（9）　　　（8）　（71　　　　　　　　　　　　　　（6）　（5）

　エウ　イ　アい　　　　　　 イア
れ　　顔　用　る運ま施育て施　　　施施力言
て繰繰　運が施物営歳設児い設簗施施設設
い越越そ用行設　費　設休るの設設設長の

虞に明計Q嬉
　各確ヘ　ィ丁
安種にの　わ
全引さ繰　れ
確当れ入　た
実金て額　上
なにいはで
方充る妥
法て牟当　運
でら　で　営
管れ　あ　費
理て　 る　 の

運い　か　弾
用る　　　カ
さか　ま　運

適摘嘆’
正　　産、
に設適休
運備正等
用のに代
さ維整替
弗持備職
　管さ員
弾理れは
力はて確
運適い保
用切るさ
もにカ1れ
適行　て
正わ　 い

にれ　る
行て　か
わい
れる
てか

は建備業級運長長長に職
営がはの適員
管や専資任は
理む任格者’
にな者要が専
支くが件配ら
障他確は置当
がの保満さ該
生役さたれ施
じ職れさて設
なをてれいの
い兼いてる職
よ務るい力言務
うしカ1る　に
なて　か　従
体い　　　事
制る　　　し
が場　　　て
と合　　　い
らは　　　 る

れ’　　　か

　　　　　　　　〔4）（31
　エ　ウイ　ア保
　　か　　の　さ直施
ま労っ職各加通れ接設
た務計員種配所て処運
男管画研加が事い遇営
働理的修算行業る職解
基等にはにわなカま員必

灘観勲墓謎
関のさ的うい実　　帳
係運れに職る施　配簿
の慧て計具力きす　置は
諸9い團が届理る墾酉己
出は力蓉ユ置
は適　てさ
適正　られ
正に　れて
にイ丁

なわ
され
れて
てい
いる
るか

るい
なる
茎力蓉

積
極
的

る

施
設
に

あ

て
は

指
導
員
等

棊整
準備
にさ
基れ
づて
くい
必る
要力言

議
暴
確

　　　（31　　　（21　　　（1）

　適表　準　を
ま正が給に施勘給
瀬に整与比設案与
　支備規較長す水
非給さ程し等る準
常されにて麺等1孟
勤れ　初極設妥
職て給任めの当施
員い与給て幹な設
等る格格高部も所
に牟付付額職の在
対　 ’基と員と地
す　昇準なのなの
亙　楕表つ給つ地
雇　　　て与て方
用　昇前いがい公
契　給歴な’る共
約　　換い当角団
　　各算力言該　体
賃　種乗　施　等
金　諸　　設　の
の　手標　の　給
支　当準　給　与
払　等職　与　水
い　は務　水　準

るや材症い機　村い’運の
牟福を等る器適　る施営施
　利安のカき・切保力ま設に設

う研　　　　　　　　　働　〔m　　　　（10）
努修優エ　ウ　イ　　ァ　い　員営　な
めの秀　わ　連　さ　　そる施処費高改高乎
て充な感れ介携市れま施の鵜設遷の額善額続ま
い実人染て護娃町てた設他　設　収繰を繰きた

厚定予
生的防
のに対
充確策
実保1孟
等す
　る適
職た切
員酸に
処　行
遇資わ
が質れ
充向て
実上い
さのる
れたか
るめ。
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◆編集後記◆
　この4月から本誌編集担当となり、記念すべき生活保護法制定50
周年にあたることから、意嚢深く感じている。これを機に、本誌の

昭和44年1～2月帰所収の仲村優一氏「新・生活保護法制定～小山
進次郎氏との対談」を再読した。小山氏は同法制定当時の厚生省社
会局（現／社会・援護局）保護課長であり、同法制定当時のようす
や法文の成り立ちを巡る逸話や回想が率直に語られていて興味深い。

　なかでも、岡法第王条（法律の目的）に「自立の助長」を入れた
趣旨にっいては、「生活保護は、・単に一経済的な保障だ硬ではない

んで、それをとおして、その人のもっている内粧的な可能性を発展
させる、そういう社会福祉の制度なんだ…』「保護を受けている人び

とをして、すべて自立させていく、こういうところまでいくのが、
生活保護制度のいわば守備範囲・」（小山氏）との思いがあったとい
う。また、「なんでもかんでも指導に結びつけて考えたがる傾向があ

りましてね・…（経済的給付があれば）それであとマネージできる
という人には、それはそれでまかせておくというだけのゆとりをも
っていきたい」（同氏〉とも。

　「自立支援」は21世紀への福祉改革の大命題だが、かつてもその真
摯な模索があったと知る。「温故知新」の大切さを再認識した。（平島〉
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